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ベネズエラ憲法改正国民投票 

―チャベス大統領の敗北と内破する「チャビスタ」― 
 

林  和 宏 
 

はじめに 

 2007 年 12 月 2 日に実施された、憲法改正

国民投票の結果に関する第一報が全国選挙

評議会（CNE）より発表されたのは、3 日に

入った深夜 1 時過ぎのことであった。わずか

数％の差とは言え、チャベス大統領提案の憲

法改正案が否決された。その直後、公の場に

姿を見せた同大統領は、賛成、反対を問わず、

意見の表出を行ったベネズエラ国民に謝意

を述べるとともに、僅差で勝利するよりも敗

北を認めることを選ぶとの演説を行った。 

 しかし、同じ演説の中で、チャベス大統領

は、自らを時代の寵児とした 1992 年 2 月 4

日クーデター時のフレーズを捩った「今のと

ころは改正をなし得ることができなかった

(Por ahora no pudimos)」を繰り返し、社会主義

路線の継続を宣言したのである。更に 2 日後

には、自身の任期中であっても、国民あるい

は国会議員の発意によるものであるならば

憲法改正が可能であるとし、「第二の攻勢」

をかけると主張した。 

ベネズエラの「社会主義」化の未来を占う

道標として、昨年の大統領選挙と並び国際的

な注目を集めた今次国民投票で、チャベス大

統領は大統領就任後初めての敗北を喫した。

本稿では、国民投票前後の動きをフォローす

るとともに、チャベス大統領敗北の要因及び

「チャビスタ」と呼ばれる支持者内部の動向

を整理し、今後の展望を描写する。 

 

1．改正案の登場 

 2006 年大統領選挙における圧勝直後に、社

会主義化に向けた憲法改正を打ち上げたチ

ャベス大統領は、2007 年に入ると即座にフロ

ーレス国会議長を代表とする憲法改正大統

領諮問委員会を立ち上げた。8 月 15 日に大統

領より提出された改正案は全 33 条より成り、

現行憲法第 230 条に規定されている 6 年の大

統領任期を 7 年とし、「一度のみの連続再選」

を無制限とする内容や、自営労働者に対する

労働権保障のための基金設立(第 87 条)、労働

時間の短縮(第 90 条)、所有権の多様化(第 115

条)、中央銀行の自律性廃止(第 318 条)、国軍

の「ボリーバル軍」への名称変更(第328条)な

どが含まれている。 

この改正案は、憲法第 343 条に基づき、国

会で三度の審議を経ることが必要であるが、

第三読会で突然、選挙権の 18 歳から 16 歳へ

の引き下げ(第 64 条)、各種国民投票招集に必

要な署名数の引き下げ(第 71～74 条)、非常事

態時における一部人権制限(第 337 条)、社会

経済体制の定義に「社会主義」の挿入(第 299

条)、憲法改正等に必要な基準引き上げ(第 341

～342、348 条)を含む 36 条が追加され、計 69
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条にまで膨れあがったのである。 

改正案の国会提出以降、大統領主導の下、

全国各地で同案が配布され、一般国民への周

知が目指されるとともに、国会議員等はそれ

ぞれの地元選挙区において個別家庭訪問を

行い、改正案の説明を行ってきた。第 343 条

は、憲法改正の猶予期間として国会に 2 年間

を与えており、年内改正に固執するチャベス

大統領の拙速に対しては批判が寄せられた。

更に、国会で上記 36 条が追加されると、12

月 2 日実施予定の国民投票まで 1 ヶ月程度し

か時間がない中で、一般国民が全 69 条を理

解することは不可能であるとし、学生運動、

反政府政党ならびに与党内からも、国民投票

を 08 年 2 月まで延期するようにとの要請が

あった。 

こうした声にも関わらず、11 月 2 日には、

与党・社会民主主義党(Podemos)所属議員その

他の反対はあったものの、国会で全 69 条か

ら成る憲法改正案が承認され、同日のうちに

CNE に提出された。またチャベス大統領の意

向に従い、大統領提案の 33 条項に国会提案

の 13 条項を足した 46 条項を A ブロック、国

会提案の残りの 23 条を B ブロックに分け、

それぞれブロック毎に賛否を問うとの投票

方法についても決定された。改正反対派は、

条項毎の投票を主張していたが、結局、その

決定が覆ることはなかった。 

 

2．初の敗北 

 3 日午前 1 時過ぎ、「今後の開票作業の過程

で本結果が覆ることはない」と前提した上で、

ルセナ CNE 委員長が発表した投票結果(得票

率)は、A ブロック(改正賛成：49. 2％、改正

反対：50. 7％)、Bブロック(改正賛成：48. 9％、

改正反対：51. 0％)というものであった。僅差

とは言え、2006 年の大統領選挙結果(チャベ

ス大統領：62. 8％、ロサレス候補：36. 9％)

を勘案するならば、チャベス大統領の提案が

いかに国民からの反発を招いたかを容易に

察することが出来る内容である。 

しばしば指摘されるのは、石油収入の分配

に基づく不労所得文化に慣れ親しみ、無料で

もらえるものは喜んで引き受けるが、同時に、

時計一つと言えども自分の所有物に手をつ

けられることを極端に嫌うというベネズエ

ラ人の国民性であるが、これに鑑みるならば、

反政府メディアが大々的に展開したベネズ

エラの「キューバ型共産主義化」、「私有財産

の廃止」といったキャンペーンは世論を「反

対」に導くには十分効果的なものであった。

また、現行憲法第 6 条の言う権力の交代こそ

がその腐敗を防ぐとの精神を国民は歴史的

経験より理解していたのかも知れない。 

 しかし、今次国民投票におけるチャベス大

統領の敗北は、単純に国民文化に起因するも

のだけではなく、その他、多くの要因が複雑

に絡まったものであったことを指摘する必

要がある。例えば、ロサレス・スリア州知事

が所属し、昨年の大統領選挙以降、反政府を

代表する政党となった新時代党（UNT）のバ

ルボサ党首は、国民投票における勝因を「メ

ディア、学生運動、そしてバドゥエル前国防

相発言」と指摘している。世論調査を含む広

義のメディアは、社会主義化の脅威を煽り、

同時に「勝機有り」との世論を醸成するのに

決定的な役割を果たした。また 5 月末、政府

に批判的な論調を有する民放 RCTV 局への
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政府によるコンセッション更新拒否に対し

て決起した学生運動も、ベネズエラの未来を

象徴する、既存の政党から離れた新たな存在

として、現状の政情に危機感を感じつつも政

治参加を拒否してきたセクターの動員に大

きな影響を与えたと言える。 

 学生運動の「投票し、反対しよう」とのメ

ッセージは、ここ数年の選挙を棄権してきた

民主行動党(AD)のような政党をも動かすこ

とになる。低所得層においても高い動員力を

誇る伝統政党 AD は当初、棄権路線を仄めか

すような行動を取ってきたが、とりわけ 2005

年 12 月の国会議員選挙における候補者取下

げを主導した同党の政治的駆引きは、必ずし

も反政府内でも好ましい印象を残しておら

ず、「利己主義的な駆け引きは止めて、ベネ

ズエラの将来のために票を投じろ」との学生

の主張は、同党にとっても耳の痛いものであ

ったに違いない。また、こうした反政府側の

政治動員を可能とした背景として、2004 年の

大統領罷免国民投票以降、一種の「神話」を

形成してきた電子投票システムに対する信

頼感が回復されたことも挙げる必要がある。

大統領選挙前には政府側による選挙不正と

秘密投票の侵害が声高にメディアでも報じ

られていたが、同選挙後に国際監視団が秘密

投票の保護にお墨付きを与えたことも心理

的に反政府側の投票行為を促したと考える

ことが出来る。 

 この他に、外貨割り当て制限他から牛乳等

の基礎食料品が不足し、小売店に長蛇の列が

出来、深刻化する治安悪化に政府が適切な対

応をしない等、チャビスタの中核を成すとさ

れる貧困層に打撃を与えるような「失策」に

対する意思表示は、あるいは「棄権」という

形で表明されたのかも知れない。 

 

3．内破する「チャビスタ」 

UNT 副党首のロペス・チャカオ市長は、投

票結果発表直後の第一声で、チャベス大統領

が、今回の国民投票を自身の提案する社会主

義についてではなく、自身に対する信任投票

にすり替えようとしたと批判している。また、

ロペス市長は、国民がこの罠に陥ることなく、

「大統領は大統領、憲法改正は憲法改正」と

冷静に判断を下して反対票を投じたと評価

している。確かに街中に張られた改正賛成派

の選挙宣伝ポスターにある「チャベスととも

に賛成(Sì con Chàvez)」のメッセージは、チャ

ベス人気にあやかったものであり、改正案の

理解よりも(改正による無制限連続再選を通

じて)チャベスという指導者を存続させるた

めの賛成票を呼びかけるポピュリスト的な

スタイルであったことは否定できない。 

これに異議を申し立てたのは、上で見た

「反政府」セクターだけではなかった。大統

領が提唱するベネズエラ統一社会党(PSUV)

への合流を拒み、今年に入ってから批判の対

象とされてきた Podemos は、「人民に権力を

授与することを目的とする」との改正案に異

議を唱え、本来的に権力を持つ人民を承認す

ることが施政者の役割であり、「権力を授与

する」との表現に包含されるポピュリスト的

な権威主義を批判したのである。 

 またバルボサ UNT 党首が勝因の一つとし

たバドゥエル前国防相は、2002 年 4 月クーデ

ター時にチャベス大統領を救出した「命の恩

人」であるが、同前国防相も、11 月 5 日にな
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って、今次憲法改正における社会主義の用語

の挿入が、政治的多元主義を擁護する現行憲

法の基本原則（特に第 2 条）の変更に当たり、

第 342 条の掲げる「部分的再検討」を越えて、

国家の質的変更を迫っていると発言した。同

前国防相は、99 年憲法における民主主義の理

念が改正により否定されてしまい、そのこと

が翻って、国民の権利を剥奪することと同義

であるとの厳しい批判を投げかけたのである。 

 この他に、ランヘル前副大統領も、ベネズ

エラ国民は「社会主義プロジェクトを担うに

は未熟」とのチャベス大統領の発言に異議を

呈し、有効票の半数が今次改正案を支持した

ことを強調するとともに、チャベス政権の無

能さを敗因の一つに挙げた。また、ビジェガ

ス外務次官は、チャビスタ内部の多様性を等

閑視したつけ
、、

がここに来て現れたと述べる

とともに、自己の保身のため身内批判をせず

に、「偽善的な沈黙」を保つ勢力がいることを

指摘しつつ、次官職を辞した。投票日の数日

後にチャビスタとして知られるモラレス最

高裁長官が投函する投票用紙に「反対(No)」

の文字が透けて見える写真がリークされた

りしたが、これが事実であるとすれば、ビジ

ェガスの言う「偽善的な沈黙」はチャビスタ内

部のかなり重要な部分にまで蔓延るようにな

ってきているとも指摘出来るのではないか。 

 

4．2008 年の動き 

 年が明けて、チャベス大統領は 13 名の閣

僚交代を発表している。今次内閣改造の目玉

として指摘されたのは、ラモン・カリサレス

住宅大臣の副大統領就任と通信・情報大臣の

交替である。ロドリゲス副大統領とララ通

信・情報大臣は国民投票の選対である「コマ

ンド・サモラ」の最高責任者であり、国民投

票における敗北の責任を取っての辞任であ

るとの見方が強い。大統領曰く、両名は、今

年 10 月に予定されている地方選挙において

チャベス派の主軸となるPSUV結成への専念

が期待されているが、かつて副大統領を務め

たカベジョ・ミランダ州知事の事例のように、

ロドリゲス、ララ両名の地方選出馬も否定で

きないシナリオである。 

 この他、治安・ゴミ問題や基礎食料不足問

題の責任を取ってか、内務・司法大臣や食糧

大臣も辞任している。また、付加価値税減税

措置にも関わらず、年初の 12％という目標を

大きく裏切る 22．5％というインフレ率で

2007 年の幕を閉じたベネズエラ経済である

が、この責任を取るかのようにカベサス財務

大臣を始め経済関係閣僚が軒並み交替して

いる点は特筆に値する。今年に入って初めて

の、チャベス大統領によるラジオ・テレビ番

組「アロー・プレシデンテ」で、同大統領は

2008 年が「見直し」、「訂正」そして「再推進」

の年となると発言しているが、そこには、上

で見た諸問題はもちろん、チャベス人気の屋

台骨である貧困対策・社会政策における腐敗

や非効率を見直し、訂正し、そして再び力強

く推進していこうとの含意を読み取れる。 

 更に 1 月 5 日にはフローレス国会議長の再

選、エルナンデス第二副議長の第一副議長へ

の昇格と併せて、PSUV への合流を拒んでい

るアルボルノスPPT書記長が第二副議長に就

任したことも注目される。国民投票以前、チ

ャベス大統領は頑なまでにPSUVへの統合を

要求していたが、これら少数与党の国民投票
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選挙運動における支援を見るにつけその態

度を軟化させ、同二党への地方選挙における

選挙協力を提案するに至る。 

 こうした変化には、国民投票における敗北

が大きな影響を与えている。チャベス支持派

が揺るぎないとされてきた諸地方自治体が

「敵」の手に堕ちるのを見て、チャベス大統

領は「反革命」勢力の伸張を看取している。

一時は「反政府」とまで批判したこれらの政

党との連携は地方選挙に向けたチャベス政

権のなりふり構わぬ姿勢の発露であると見

受けられる。 

 

おわりに 

 チャベス大統領の言う「第二の攻勢」がど

のような形で進められるのかについては未

だ不透明感が残るし、チャビスタ内部の多様

性が露呈した今次投票結果を見る限り、その

引き締めこそが先決のように見える。一部の

チャビスタの中には国民投票以降、今回の敗

北を政権立て直しの好機と見なし、主題とし

て掲げてきた貧困者救済措置へと立ち返ろ

う、バリオに入って民衆との対話を再開しよ

う、といったポジティブな発想が見られるよ

うになった。しかし、チャベス大統領が「負

債」という言葉で表現したように、政府から

の巨額の資金援助や社会プログラム提供に

も関わらず、街頭に出ることをやめ、選挙動

員を怠った地方首長、そしてこれら指導者の

無能を言い訳に投票に赴かなかった有権者

に対する「犯人捜し」に躍起となるグループ

も存在する。2008 年後半には地方選挙が控え

ており、今回の敗北に対する「制裁」が同選

挙において果たされるとの見方も強い。

PSUV の結党と併せて、同選挙を通じて「チ

ャビスタ」内部から台頭するであろう新たな

指導者に注目が集まるところである。 

 同時に、今回の国民投票を機会に団結を示

した反政府派にとっても、同選挙は巻き返し

の重要な機会である。石油価格が依然高値で

推移する今日、チャベス政権はばらまきと大

統領個人のカリスマ依存のポピュリズムで

対抗してくるであろう。今次国民投票の結果

がすなわち「チャベス離れ」を意味するとは

言えないだろうが、大統領選挙から減らした

300 万もの有権者を回復するための地道な努

力が必要となる。また、反政府側も、今次選

挙結果に表れた民意を正確に判断しつつ、一

致協力した選挙運動を構築する必要がある。 
（はやし・かずひろ 在ベネズエラ日本大使館 

専門調査員） 
 
※本稿は筆者個人の見解であって、外務省並びに在ベネ

ズエラ日本大使館の見解を代表するものではありません。 
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